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IoT（Internet of Things）の広がりを、さまざまなシーンで目にし、耳にすることが多くなってきた。建設機械をIoT化させて、
建設機器を「販売するモノ」から「提供するサービス」へと変化させたコマツのKOMTRAXは、すでに定番のIoT事例だ。これ
だけではない。製造業から物流、販売など多くのビジネスシーン、そして自動車や家電など生活にも、IoTは密接に関わる
ようになってきた。

そうした中で、農業などの第一次産業とIoTの関係は、少し想像がしにくいのではないだろうか。農業や畜産業の現場では
、そもそもITとの縁が深くない印象が強い。IoTともなると、実現はまだ先のことだろうと考えても不思議ではない。

しかし、農業や畜産業にITを活用し、IoTのメリットを享受しようという動きは国内でも着実に活発化している。例えば、IT企
業のオプティムは、佐賀県、佐賀大学農学部と連携して、農業にIoTやドローン、ウエアラブルデバイスなどを活用した農業
の課題解決を進めている。NTTソフトウェアは、牛などの家畜にセンサーを取り付け、行動を分析し、畜産業者にとって重
要な牛の発情期を検知するシステムをすでに実用化している。少し異なるアプローチで農業などへのIoT活用を推進しよう
とする試みが、日本のオラクルが開発した、畑と会話をする「畑bot」と呼ぶシステムだ。

畑と会話をする「畑bot」と聞くと、畑を動き回りながら人間に語りかけるロボットの姿を想像してしまいそうだが、実はちょっと
異なる。畑botの「ボット」（bot）は、自動的にコンピューター上で実行するプログラムを指す。畑botをとても簡単に言い表す
ならば、「無料チャットアプリのLINEを使って畑の状況を対話形式で知ることができるシステム」とでも言えばいいだろうか。
その仕組みと、使い勝手を見ていきたい。

使いやすいインターフェースで畑と“会話”… 続きを読む
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